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市

　

赤
城
山
北
麓
の
標
高
５
０
０
〜
９

０
０
ｍ
の
高
原
で
は
、
レ
タ
ス
が
大

規
模
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
原

地
帯
特
有
の
冷
涼
な
気
候
で
栽
培
さ

れ
る
夏
秋
レ
タ
ス
は
、
シ
ャ
キ
っ
と

し
た
歯
ざ
わ
り
が
特
長
で
す
。

　

ま
た
、
群
馬
の
レ
タ
ス
の
強
み
は
、

何
と
言
っ
て
も
新
鮮
さ
。
出
荷
の
最

盛
期
に
は
、
レ
タ
ス
の
鮮
度
を
保
つ

た
め
明
け
方
の
３
時
頃
か
ら
収
穫
作

業
が
始
ま
り
、
そ
の
日
の
午
後
に
は

消
費
地
の
店
頭
に
並
び
ま
す
。
首
都

圏
に
近
い
か
ら
こ
そ
、
採
れ
た
て
の

新
鮮
な
レ
タ
ス
を
い
ち
早
く
お
届
け

で
き
る
の
で
す
。

　

群
馬
県
は
全
国
有
数
の
麦
の
産

地
。
水
は
け
の
良
い
水
田
や
冬
の
か

ら
っ
風
な
ど
自
然
条
件
を
活
か
し
、

水
田
の
裏
作
と
し
て
栽
培
が
盛
ん
で

す
。
ビ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ

る
二
条
大
麦
の
収
穫
が
５
月
下
旬
か

ら
始
ま
り
、
押
し
麦
・
麦
茶
用
と
し

て
使
わ
れ
る
六
条
大
麦
、
小
麦
粉
の

原
料
と
な
る
小
麦
（「
さ
と
の
そ
ら
」

が
主
）
の
収
穫
が
６
月
中
旬
ま
で
続

き
ま
す
。

　

本
年
は
大
雪
の
影
響
も
あ
り
生
育

は
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、３
月
か
ら

の
気
温
の
上
昇
に
よ
り
、ま
ず
ま
ず

の
収
量
、品
質
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
が
、

出
荷
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
安
中

市
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
、
品
質
、
揃
い

が
よ
い
こ
と
か
ら
市
場
か
ら
高
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
２
月
の

大
雪
に
よ
り
ハ
ウ
ス
倒
壊
の
被
害
を

受
け
、
約
半
数
の
栽
培
者
が
栽
培
を

断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

産
地
の
復
活
に
向
け
て
健
闘
し
て
い

ま
す
。

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
、
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ

や
ス
ー
プ
な
ど
の
ほ
か
、
蒸
し
物
、

炒
め
物
、
揚
げ
物
な
ど
様
々
な
料
理

に
使
え
る
万
能
食
材
で
す
。
夏
ら
し

い
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
と
食
感

を
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

旬の食材
SYU-N

標高10ｍの平坦地から1,400ｍの高冷地にまで、健やかに広がる耕地
そして、きれいな水と空気、全国トップクラスの日照時間……

群馬には、豊富で多彩な農畜産物を生み出す、確かな理由があります
群馬だからおいしい！　季節の農畜産物の情報をリポートします

もうすぐ
お届けします！
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嬬
恋
村
は
日
本
一
の
夏
秋
キ
ャ
ベ

ツ
の
産
地
で
、
栽
培
面
積
は
三
千
㌶

を
誇
り
ま
す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

首
都
圏
で
消
費
さ
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ
の

約
八
割
を
嬬
恋
産
が
占
め
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
の
育
苗

も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
五
月
か
ら

定
植
最
盛
期
を
迎
え
、
六
月
中
旬
か

ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

　

高
原
特
有
の
昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ

り
、
葉
が
柔
ら
か
く
、
甘
み
の
あ
る

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
生

ま
れ
ま
す
。
み
ず
み
ず
し
く
食
感
の

よ
い
群
馬
の
キ
ャ
ベ
ツ
で
、
夏
ら
し

い
味
わ
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

県
東
部
の
邑
楽
館
林
地
域
は
、
夏

に
全
国
の
最
高
気
温
を
記
録
す
る
こ

と
が
多
く
、
こ
の
暑
さ
を
活
か
し
た

ニ
ガ
ウ
リ
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
全

国
第
５
位
の
出
荷
量
（
平
成
２
２
年
）

を
誇
り
、
沖
縄
、
九
州
に
次
ぐ
大
産

地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ガ
ウ
リ
は
鮮
度
を
保
つ
の
が
難

し
い
野
菜
で
す
が
、
大
消
費
地
で
あ

る
首
都
圏
に
近
い
こ
と
か
ら
、
新
鮮

で
品
質
の
高
い
ニ
ガ
ウ
リ
を
お
届
け

で
き
る
の
が
群
馬
産
の
強
み
で
す
。

４
月
下
旬
〜
５
月
中
旬
が
定
植
最
盛

期
で
、
７
月
上
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
「
夏
ゴ
ボ
ウ
」
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
伊
勢
崎
市
や

太
田
市
に
産
地
が
形
成
さ
れ
、
京
浜

市
場
を
は
じ
め
、
遠
く
関
西
市
場
ま

で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

緑
肥
作

物
と
の
輪
作
に
よ
り
土
づ
く
り
を
し

っ
か
り
行
い
、
安
全
で
美
味
し
い
ゴ

ボ
ウ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
夏
ゴ
ボ
ウ
」
は
、
柔
ら
か
い
食

感
や
香
り
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
繊

維
質
が
た
っ
ぷ
り
で
ヘ
ル
シ
ー
な
点

も
人
気
の
理
由
。
こ
の
季
節
な
ら
で

は
の
さ
わ
や
か
な
味
わ
い
の
ゴ
ボ
ウ

を
お
味
噌
汁
や
煮
物
で
是
非
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

群
馬
県
は
全
国
第
２
位
の
生
ウ
メ

産
地
。
例
年
５
月
下
旬
頃
か
ら
小
ウ

メ
の「
甲
州
最
小
」、６
月
以
降
は「
白

加
賀
」
を
中
心
に
青
ウ
メ
の
出
荷
と

完
熟
「
織
姫
」
が
収
穫
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
７
月
上
旬
か
ら
は
完
熟
「
南

高
」
も
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

群
馬
県
育
成
品
種
の
「
紅
の
舞
」

も
人
気
。
果
肉
が
赤
い
ス
モ
モ
と
ウ

メ
を
交
配
さ
せ
て
育
成
さ
れ
、
収
穫

時
期
は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
で

す
。
果
実
は
南
高
梅
よ
り
大
き
く
、

赤
い
果
肉
と
さ
わ
や
か
な
酸
味
が
特

長
で
、
加
工
品
や
ジ
ュ
ー
ス
に
も
ぴ

っ
た
り
で
す
。

　

佐
波
伊
勢
崎
地
区
の
ト
マ
ト
が
出

荷
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
専
用

の
共
同
選
果
場
で
徹
底
し
て
選
別
さ

れ
、
品
質
の
高
い
ト
マ
ト
が
「
上
州

娘
」
と
い
う
名
前
で
主
に
京
浜
市
場

に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
赤
い
色
素
「
リ
コ
ピ
ン
」

は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
活

性
酸
素
を
消
去
す
る
働
き
の
ほ
か
、

メ
ラ
ニ
ン
生
成
を
促
す
活
性
酸
素
を

抑
制
し
、
美
白
、
美
肌
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

日
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
育
っ
た

群
馬
の
味
の
濃
い
ト
マ
ト
を
是
非
お

試
し
く
だ
さ
い
。

５
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

邑
楽
館
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地
域

７
月
上
旬
〜

嬬
恋
村

前
橋
市

６
月
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旬
〜

５
月
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月
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月

伊
勢
崎
市

玉
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伊
勢
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４
月
中
旬
〜
７
月
上
旬

５
月
下
旬
〜

麦

ニ
ガ
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ズ
ッ
キーニ

夏
ゴ
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５
月
下
旬
〜


